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グリーン水素の 
発展 

 
 

エネルギーキャリアとしての  

アンモニア利用でグリーン水素の

取引が拡大可能に 
 
 
 
 
 

国際再生可能エネルギー機関(IREA)の最近

の報告*によると、グリーン水素をエネルギ

ーキャリアとして使えば、再生可能エネル

ギーの生産コストの低い地域（風力や太陽

熱が豊富な地域）から再生可能エネルギー

が必要な地域へ、たとえ長距離でも輸送す

ることが可能になるという。 

水素、特にエミッションフリーのグリーン水素

は、炭素中立経済を確立していく上で不可欠な

エネルギー源で、それは再生可能エネルギーを

使って、プラチナベースの固体高分子膜水電解

装置で製造される。 

ネットゼロに転換中の世界のクリーンエネル

ギー需要を満たすために、グリーン水素の製

造能力は今から2050年までの間に、現在の5

倍、年間 614 メガトンに増える可能性があ

る。世界でこれだけのグリーン水素を製造す

るために必要な水電解能力は、現在の 300 メ
ガワットから2050年までに約 5000 ギガワット

に増えなければならないとされているが、こ

の前提となるのは、世界的規模で取引ができ

るコモディティーとしてのグリーン水素市場

の確立だ。 

水素の輸送と貯蔵は、現在は圧縮水素が主流とな

っているが、密度が低いために非常に高い圧力 
(350から700 バール) か、液体として非常に低い温

度 (マイナス253度)で扱われなければならない。 

この代替案として、まず水素を高密度で輸送

が容易で安価な、例えばアンモニアのような

物質に変換する方法がある。アンモニアガス

は液体ならば室温でわずか 10 バール、あるい

は普通の気圧ならば、マイナス33度で貯蔵が

可能だ。アンモニアは世界で毎年 1億2500万ト

ン以上生産されており肥料や化学産業で使わ

れている。 

アンモニアを水素のキャリアーとして輸送に使う

大きな利点は、既存の流通経路のインフラ及び取

引形態が利用できることがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

グリーン水素市場、グリーン水素先物市場が誕生するのは遠く
ない。写真提供 : RWE 
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世界的なエネルギー企業RWEは、化石燃料を使わ

ずに生産されたグリーンアンモニアは技術的に最

も成熟した競争力のある水素デリバティブと捉え

ている。 

グリーン水素、グリーン水素デリバティブの世

界的な市場の登場が近いと思わせる動きは多々

あり、2020年から2021年の間だけでも 80以上

の、水素またはアンモニア取引に関連するプロ

ジェクト あるいは共同プロジェクトが発表され

ている。この中で輸入に最も積極的なのはドイ

ツ、日本、デンマークで、輸出に前向きなのは

オーストラリア。欧州では特に再生可能エネル

ギーの長期的な供給保障に対する意識が強く、

将来の水素燃料確保へ動いている。 

パイプライン計画 
英国のイミンガム港では Associated British Ports 
が米国の産業ガス会社 Air Products と共同で、世

界各地からグリーンアンモニアの輸入を始め、

グリーン水素の製造を通じて地域のグリーン水

素市場の需要と発展を支えることを計画してい

る。 

ドイツのエネルギー企業 Uniper と Vesta 
Terminals はオランダのフリシンゲンに既にあ

る燃料貯蔵施設を改修・拡張して、欧州北西部

で初のグリーンアンモニアのハブとして開発す

る計画を検討している。フリシンゲンは航路に

よるグリーンアンモニアの供給には理想的な立

地にあり、計画の第二段階ではオランダの水素

燃料パイプラインネットワークに連結すること

も可能としている。 

Uniper は欧州で数カ所のグリーン燃料のアクセ

ス地点を開発しようとしており、ドイツの北海

に面する港町、ウィルヘルムスハーフェンをグ

リーンアンモニアの輸入港とする計画もある。

アンモニアをグリーン水素と窒素に分解するた

めのクラッカーを備え、港のターミナルを水素

燃料ネットワークに繋いで、2030年までにドイ

ツ全土で必要とされる水素燃料の1割、およそ 
29万5000トンの水素を供給する計画だ。 

*国際再生可能エネルギー機関 IRENA (2022), Global hydrogen 
trade to meet the 1.5°C climate goal: Part I – Trade outlook for 2050 
and way forward, International Renewable Energy Agency, Abu 
Dhabi 
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